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構造物振動可視化実験装置

建物の高さによる固有周期
の違いを再現します。
また、建物の質量増加、
剛性変化による固有周期
の変化も再現できます。

装置には強力な磁石を用
いており、容易に組立、
分解ができます。

振動台の振動にはモータを
使った自動的なものと、
微妙な変化が可能な手動
によるものから選ぶこと
ができます。

概 要

５段階の高さの構造模型はそれぞれの固有周期をもっており、アルミ製の振動台に搭載され
ています。振動台を様々な周期で振動させることにより、共振現象の可視化を可能にします。
また、構造物の耐震・制震・免震の現象を再現できます。

建物の揺れ方、耐震、制震、免震が目に見えます MSU-850-1-04

振動はモータと手動の切替可能

組立、分解がカンタン！

様々な現象を再現可能！目で見てよく分かる！
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※ カタログに記載された内容は性能向上などのため、予告なく変更することがあります。

実験例

構 成

1 振動台……………………… 1 コ
2 構造模型（建物フレーム）… 1 式
3 重り…………………………… 3 組

4 筋かい……………………… 10 本
5 制震ボール………………… 1 コ
6 制震用水槽………………… 1 コ

7 免震用ローラ………………1組
8 免震用ゴム…………………1組
9 免震用バネ…………………1組

次第に周期を短く振動台を振動させると、共振する
建物が低くなっていきます。

筋かいを入れることにより、建物の
剛性が増し、振動しにくくなります。

水槽やボールを用いることにより、振動
エネルギーを吸収し揺れにくくなります。

ローラ・バネ・ゴムを用いて、建物に
伝わる振動を低減します。

重りを取り付けると建物はゆっくり振動するようにな
ります。

1  構造模型の高さと固有周期の関係

3  耐震 4  制震 5  免震

2  構造模型の質量の増大に伴う固有周期の変化

※モータはオプションとなります。




